
　
今
日
、
特
に
自
治
体
経
営
に
お

い
て
重
要
視
さ
れ
取
り
組
み
が
進

む
行
政
と
市
民
の
協
働
で
あ
る

が
、
一
方
で
現
場
で
は
様
々
な
問

題
も
生
じ
て
い
る
。
重
要
な
こ
と

は
、
第
１
に
協
働
そ
れ
自
体
が
目

的
で
は
な
く
目
的
達
成
の
た
め
の

手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
協

働
と
は
、
異
な
る
特
性
の
主
体
同

士
が
連
携
し
て
、
互
い
の
特
性
の

発
揮
、
資
源
（
人
的
資
源
、
知
識

や
経
験
な
ど
）
を
共
有
し
合
う
こ

と
で
、
相
互
補
完
・
相
乗
効
果
を

生
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
社

会
的
課
題
の
解
決
を
図
る
手
段
で

あ
る
。
第
２
に
、
戦
略
の
必
要
性

が
挙
げ
ら
れ
る
。
協
働
に
よ
り
、

地
域
内
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め

に
は
、
地
域
内
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
課
題
の
明
確
化
を
図
る
と
共

に
、
解
決
に
至
ら
し
め
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
設
計
、
す
な
わ
ち
戦
略

が
必
要
に
な
る
。

　
行
政
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
成

果
最
適
化
を
目
指
し
た
戦
略
的
協

働
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
協
働

の
実
施
プ
ロ
セ
ス
を
各
５
段
階

（
①
Ｐ
ｒ
ｅ
-
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
協
働
の
計
画
の

検
討
）
②
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
協
働
内
容
の
計

画
）
③
Ｄ
ｏ
（
協
働
の
実
施
）
④

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
評
価
）
⑤
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
改

善
）
）
に
分
け
て
提
言
す
る
（
図

参
照
）
。

　
①
Ｐ
ｒ
ｅ
-
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
協
働
の
計
画
の

検
討
）
段
階
に
お
い
て
は
、
「
地

域
の
現
状
把
握
及
び
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」
、
「
行
政
と
市
民
双
方
の
役
割

分
担
」
を
明
確
に
し
、
目
指
す
ビ

ジ
ョ
ン
を
確
立
す
る
。
ビ
ジ
ョ
ン

内
容
は
、
総
花
的
な
羅
列
や
抽
象

的
表
現
は
で
き
る
限
り
避
け
、
そ

の
後
の
成
果
実
現
度
を
測
る
評
価

に
耐
え
う
る
具
体
的
か
つ
優
先
順

位
付
け
の
な
さ
れ
た
内
容
を
明
記

す
る
。
ま
た
併
せ
て
、
協
働
に
お

い
て
以
下
２
点
を
検
討
す
る
。
１

点
目
に
、
「
協
働
に
よ
る
課
題
解

決
の
成
功
を
ど
の
様
に
他
地
域
に

応
用
す
る
か
」
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
他
地
域
へ
の
応
用
に
は
、
協

働
の
土
壌
の
成
熟
度
、
地
域
内
で

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
有
無
な
ど
地

域
差
に
よ
り
実
現
可
能
性
が
異
な

る
と
い
う
問
題
が
伴
う
。
他
地
域

へ
の
応
用
を
前
提
に
す
る
場
合

は
、
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す

る
と
共
に
、
次
に
同
様
の
取
り
組

み
を
行
う
地
域
を
実
現
可
能
性
の

高
い
エ
リ
ア
に
絞
る
、
あ
る
い
は

地
域
内
の
協
働
の
土
壌
（
市
民
活

動
の
活
発
な
取
り
組
み
な
ど
）
の

事
前
育
成
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
２
点
目
に
、
「
協
働
を

行
う
分
野
の
選
択
と
集
中
的
資
源

投
資
」
で
あ
る
。
現
在
の
地
域
課

題
は
、
関
わ
る
領
域
が
広
範
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
活
動
内
容
に
は
ハ

ー
ド
整
備
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト

（
人
材
育
成
、
地
域
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
な
ど
）
の
育
成
も
含
む

点
で
中
長
期
的
活
動
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
協
働
に
は
成
果

を
出
し
得
る
ま
で
に
相
応
の
コ
ス

ト
負
担
が
か
か
り
、
事
業
分
野
の

取
捨
選
択
及
び
資
源
の
集
中
配
分

が
重
要
と
な
る
。

　
②
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
協
働
内
容
の
計
画
）

段
階
で
は
、
協
働
と
い
う
手
法
の

妥
当
性
、
協
働
主
体
の
組
合
せ
、

協
働
の
実
施
段
階
に
お
け
る
プ
ロ

セ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
を
行
う
。

１
点
目
の
「
協
働
と
い
う
手
段
の

妥
当
性
の
検
討
」
に
関
し
て
は
、

協
働
と
い
う
手
法
が
目
的
達
成
に

適
う
か
、
ま
た
他
の
手
法
（
例
え

ば
法
律
に
よ
る
規
制
、
ビ
ジ
ネ
ス

市
場
化
に
よ
る
民
間
開
放
な
ど
）

と
比
較
し
て
よ
り
適
切
で
あ
る
か

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
他
の
手
法

（
競
争
関
係
な
ど
）
と
の
併
用
の

検
討
も
併
せ
て
行
う
。
例
え
ば
行

政
と
市
民
の
協
働
に
並
列
し
て
、

市
民
同
士
の
切
磋
琢
磨
と
し
て
の

競
争
を
促
す
（
例
え
ば
地
域
内
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
中

か
ら
、
成
功
事
例
を
表
彰
す
る
）

等
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
２
点

目
の
「
協
働
主
体
の
組
合
せ
」
で

は
、
地
域
社
会
の
各
セ
ク
タ
ー

（
行
政
と
、
自
治
会
な
ど
地
縁
型

組
織
の
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
テ
ー

マ
型
組
織
の
市
民
、
企
業
）
の
特

性
を
ふ
ま
え
、
協
働
の
目
的
達
成

の
た
め
に
ど
の
様
な
組
み
合
わ
せ

が
最
適
か
を
検
討
す
る
。
特
に
市

民
に
お
い
て
は
、
特
定
の
社
会
的

問
題
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
は

テ
ー
マ
型
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
、
地

域
を
基
盤
と
す
る
事
業
は
地
縁
型

組
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生

か
す
事
が
で
き
る
。
ま
た
互
い
の

長
所
発
揮
だ
け
で
な
く
、
短
所
の

克
服
も
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
協

働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
間
に
お
け
る
相

互
補
完
性
を
発
揮
す
る
（
例
え
ば

市
民
側
の
地
域
エ
ゴ
に
対
し
、
行

政
側
か
よ
り
俯
瞰
的
か
つ
公
平
な

視
野
の
重
要
性
を
提
案
す
る
な

ど
）
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
３
点

目
の
「
協
働
の
実
施
段
階
に
お
け

る
プ
ロ
セ
ス
」
の
検
討
で
は
、
行

政
が
概
要
を
決
め
、
市
民
が
参
加

す
る
「
行
政
主
導
・
市
民
参
加
型
」

と
、
市
民
が
先
行
し
て
取
り
組
む

事
業
を
行
政
が
支
援
す
る
「
市
民

主
導
・
行
政
支
援
型
」
の
２
分
類

が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
初
期
段
階
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は
行
政
主
導
型
で
あ
り
、
市
民
側

の
活
動
や
組
織
体
制
が
徐
々
に
確

立
さ
れ
て
ゆ
く
に
従
い
、
市
民
主

導
型
へ
移
行
す
る
方
法
も
あ
り
得

る
。
ま
た
、
「
市
民
主
導
・
行
政

支
援
型
」
は
市
民
の
主
体
性
を
発

揮
す
る
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
市

民
側
の
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
や
独

あ
る
い
は
行
政
側
の
負
担
を
軽
減

す
る
、
と
い
う
意
図
が
強
い
。
し

か
し
、
実
際
の
協
働
の
取
り
組
み

は
、
上
記
の
様
に
行
政
側
に
の
み

利
益
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
市

民
が
公
共
の
担
い
手
と
な
る
事

は
、
即
ち
従
来
よ
り
も
一
層
、
市

民
の
主
体
者
と
し
て
の
重
要
性
が

高
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
自
治
体

運
営
か
ら
、
地
域
全
体
の
公
益
を

価
値
と
し
た
地
域
経
営
へ
の
転
換

に
あ
た
り
、
旧
来
の
組
織
体
質
か

ら
脱
皮
す
る
必
要
も
あ
り
、
行
政

組
織
内
部
の
変
化
に
対
す
る
過
渡

期
の
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
。
行

政
側
に
は
、
単
に
協
働
に
よ
り
市

民
満
足
度
の
向
上
や
行
政
の
負
担

軽
減
が
可
能
と
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
上
記
の
労
苦
を
乗
り
越
え
な

く
て
は
協
働
の
成
果
を
得
る
事
は

出
来
な
い
、
と
い
う
覚
悟
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
市
民
側
も
、
権
利

の
増
大
に
伴
う
責
任
の
増
加
も
ま

た
、
自
分
た
ち
に
付
与
さ
れ
る
と

い
う
覚
悟
が
求
め
ら
れ
る
。
第
２

に
、
協
働
内
容
の
「
確
認
」
で
あ

る
。
協
働
に
際
し
、
地
域
の
現
状

把
握
と
情
報
共
有
、
協
働
の
定
義
、

協
働
の
目
的
、
協
働
の
取
り
組
み

に
お
け
る
戦
略
、
官
と
民
の
役
割

分
担
、
最
終
目
標
な
ど
に
つ
い
て
、

双
方
が
内
容
を
確
認
し
あ
い
、
意

識
の
共
有
を
図
る
。
こ
れ
ら
の
内

容
が
十
分
に
相
互
確
認
さ
れ
な
い

ま
ま
、
単
に
協
働
と
い
う
名
の
下

に
取
り
組
み
が
進
む
と
、
混
乱
が

生
じ
る
事
と
な
る
。
第
３
に
、

「
信
頼
関
係
」
の
構
築
で
あ
る
。

現
状
で
は
、
行
政
と
市
民
間
の
信

頼
関
係
は
時
に
不
安
定
で
あ
り
、

対
立
的
に
さ
え
な
る
場
合
も
あ

る
。
両
者
の
信
頼
関
係
に
影
響
を

及
ぼ
す
要
因
は
、
行
政
に
お
い
て

は
人
事
制
度
（
担
当
者
の
３
年
前

後
で
の
異
動
）
、
「
役
所
仕
事
」

（
組
織
内
調
整
も
含
め
た
仕
事
の

遅
さ
、
画
一
性
）
の
問
題
、
ま
た
、

市
民
側
の
地
域
エ
ゴ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

以
上
の
様
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
協
働
に
対
し
、
互
い
に
情

熱
・
誠
実
さ
・
利
他
心
・
根
気
強

さ
な
ど
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
ま

た
あ
わ
せ
て
、
事
業
内
容
に
関
す

る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
す

る
、
現
場
調
査
な
ど
で
体
を
使
う

な
ど
、
い
わ
ば
「
心
・
技
・
体
」

を
総
動
員
し
て
取
り
組
み
、
関
係

構
築
に
時
間
を
か
け
る
姿
勢
が
求

(筆者作成)戦略的協働のデザイン図

め
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
情
報
共
有

や
、
互
い
の
（
生
活
者
と
し
て
の
）

共
感
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　
④
・
⑤
C
h
e
c
k
&
A
c
t
i
o
n
（
協

働
の
評
価
・
改
善
）
段
階
に
お
い

て
は
、
事
業
だ
け
で
な
く
組
織
の

あ
り
か
た
そ
の
も
の
の
反
省
も
含

め
た
協
働
の
評
価
の
た
め
の
客
観

的
な
評
価
シ
ス
テ
ム
及
び
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
体
制
の
確
立
が
必
要
で

あ
る
。
特
に
組
織
へ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
協
働
の
抱

え
る
課
題
が
、
事
業
単
独
の
問
題

に
留
ま
ら
ず
、
組
織
そ
の
も
の
の

抱
え
る
問
題
と
深
く
関
係
し
て
い

る
点
か
ら
も
重
要
性
を
強
調
す

る
。
評
価
内
容
は
、
協
働
の
当
事

者
評
価
だ
け
で
な
く
、
よ
り
客
観

的
な
評
価
（
利
用
者
評
価
、
第
３

者
評
価
な
ど
）
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
評
価
対
象
は
、
質
的
成
果
に

加
え
、
費
用
対
効
果
の
視
点
も
求

め
ら
れ
よ
う
。
第
３
者
評
価
委
員

会
ま
た
は
市
民
評
価
の
組
織
が
、

評
価
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
が

次
期
事
業
及
び
組
織
に
ど
の
様
に

反
映
さ
れ
改
善
に
結
び
つ
い
た
か

と
い
う
点
ま
で
含
め
て
監
視
・
評

価
し
、
結
果
を
一
般
に
公
開
す
る

方
法
を
提
案
す
る
。

62■「横浜会議」からの報告

の
協
働
に
取
り
組
む
背
景
に
は
、

厳
し
い
行
財
政
運
営
の
中
で
、
住

民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
協
働
を
通
じ
て
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
に
市
民
の
参
画
を
取
り

入
れ
て
市
民
満
足
度
を
高
め
る
、

　
③
D
o
（
協
働
の
実
施
）
段
階

に
お
い
て
は
、
行
政
と
市
民
の
協

悟
』
で
あ
る
。
行
政
側
か
市
民
と

な
こ
と
は
、
第
１
に
双
方
の
「
覚

要
と
な
る
。
両
者
の
関
係
に
必
要

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
構
築
が
重

働
の
実
施
と
共
に
、
相
互
の
パ
ー

で
支
援
を
行
う
か
が
重
要
と
な
る
。

が
彼
ら
に
ど
の
様
に
適
切
な
距
離

共
性
を
担
保
す
る
べ
く
、
行
政
側

導
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
事
業
の
公

あ
り
得
る
。
故
に
、
市
民
側
の
主

善
性
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
事
も
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